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２ プラン策定までの経過 

 

 (1) 主な経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 計画（案）に対する意見募集 

ア 意見募集期間  令和３年１月１６日(土)～令和３年２月１５日(月) 

   イ 意見の件数   ５２件  

   ウ 意見内容の内訳 

項目 件数（件） 

第１章 プランの策定に当たって ０ 

第２章 本市の食に関する特色 ６ 

第３章 本市の食を取り巻く現状 ７ 

第４章 プランの基本的な考え方 １ 

第５章 基本目標別、施策の方向性と基本施策 １９ 

第６章 ライフステージごとの目標と個人の取組 ３ 

第７章 プランの推進体制 ０ 

参考資料 ４ 

その他全般 １２ 

年 月 主な内容 

令和２年 

（２０２０年） 

８月 第１回秦野市食育推進委員会（書面開催） 

・第２次はだの生涯元気プランの達成状況について 

・今後のスケジュールについて  

・骨子案の提示 

１１月 第２回秦野市食育推進委員会 

 ・素案の提示 

令和３年 

（２０２１年） 

 １月 

  

定例部長会議へ報告 

議員連絡会へ報告 

パブリックコメントの実施 

 ３月 第３回秦野市食育推進委員会（書面開催） 
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３ 秦野市食育推進委員会 

 (1) 委員会規則 

秦野市食育推進委員会規則 

(平成 26年 9月 5日規則第 33号) 

(趣旨) 

第 1条 この規則は、食育基本法(平成 17年法律第 63号)第 33条第 1項の規

定に基づき、秦野市附属機関の設置等に関する条例(昭和 33年秦野市条例第 6

号)第 2条で設置する秦野市食育推進委員会(以下「委員会」という。)の組織

及び運営について必要な事項を定める。  

(委員) 

第 2条 委員会は、15名の委員により組織する。  

2 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。  

(1) 食育の推進に関係する団体から推薦された者  

(2) 医療関係団体から推薦された者  

(3) 神奈川県の職員  

(4) 教育関係の職員  

(5) 学識経験を有する者  

(6) 公募の市民  

(委員の任期) 

第 3条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任することができる。  

2 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。  

(会長及び副会長) 

第 4条 委員会に会長及び副会長それぞれ 1名を置き、委員の互選により定め

る。  

2 会長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。  

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。  

(会議) 
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第 5条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、その議長と

なる。  

2 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。  

3 会議において議決を要するときは、出席委員の過半数により決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。  

4 委員会は、会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者に会議

への出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることがで

きる。  

(会議の公開) 

第 6条 会議は、公開とする。ただし、会議の秩序維持のためその他会議の運

営上必要があると認めるときは、委員会の議決により非公開とすることができ

る。  

(議事録の作成) 

第 7条 会議の議事は、その経過に係る要点を記録しておかなければならな

い。  

2 議事録には、会長及び会長が指名した委員 1名が署名するものとする。  

(秘密の保持) 

第 8条 委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退

いた後も、また、同様とする。  

(庶務) 

第 9条 委員会の庶務は、食育推進主管課において処理する。  

(補則) 

第 10条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項

は、会長が会議に諮って定める。  

附 則  

この規則は、公布の日から施行する。  
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 (2) 秦野市食育推進委員会委員名簿 
  

（敬称略）

№ 団体名 役　職 氏名

1 秦野市食生活改善推進団体 副会長 　小澤 美代

2 秦野市農業協同組合 常務理事 　小島 敏雄

3 秦野商工会議所
観光飲食部会
部会長

　秋山 純夫

4 秦野伊勢原食品衛生協会 副会長 　神戸 和彦

5
一般社団法人
秦野伊勢原医師会

理　事 　内藤 剛彦

6
一般社団法人
秦野伊勢原歯科医師会

理　事 　平野 壯明

7
神奈川県平塚保健福祉事務所
秦野センター

保健福祉課長 　谷村 めぐみ

8 秦野市中学校長会 校　長 　浅見　恵利

9 秦野市立小学校長会 校　長 　有馬　俊一

10 秦野市小学校栄養教諭 栄養教諭 　碇井 玲子

11 秦野市学校保健会　養護教諭 養護教諭 　川口 恵美子

12 秦野市立幼稚園・こども園園長会 園　長 　西尾 孝子

13
学識経験者
神奈川工科大学

教　授 　饗場 直美

14 　東江 文香

15 　大森 善雄

（2）秦野市食育推進委員会委員名簿

公募市民　

公募市民　

◎：会長、〇：副会長 

◎ 

〇 
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４ 秦野市食育推進庁内会議 

秦野市食育推進庁内会議設置要領 

１ 目的 

心身の健康増進と豊かな人間形成のための食育推進に向けて、関係課との連

携を図りながら協議をするため、秦野市食育推進庁内会議（以下「会議」とい

う。）を設置する。 

２ 所掌事務 

（1） 「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」の策定、改定、進行

管理及び情報収集等、必要と思われる事項に関すること。 

（2） 本市が実施する食育に関する事業の連携・推進に関すること。 

（3） その他、食育の推進に関すること。 

３ 組織 

会議は、別表に掲げる座長、副座長及び委員を持って構成する。 

（1） 座長は、会議の事務を総括し、会議を代表する。 

（2） 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、又は座長が欠けた

ときは、副座長がその職務を代理する。 

（3） 座長は、必要に応じて別表に掲げる以外の者を委員として出席させるこ

とができる。 

４ 会議 

 (1) 会議は、必要に応じて座長が召集し、その議長となる。 

 (2) 緊急な対応が必要であるため、委員を招集して会議を開催することがで

きないときは、座長及び副座長が協議のうえ、重要事項を決定することが

できる。 

５ 庶務 

  会議の庶務は、こども健康部こども家庭支援課で処理する。 

６ その他 

  この要領に定めるもののほか、会議の運営について必要な事項は、座長が

別に定める。 

 

附 則 

この要領は、平成１９年５月２１日から施行する。 
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附 則 

この要領は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

座 長 こども健康部 こども家庭支援課長 

副座長 こども健康部 健康づくり課長 

委 員 政策部 総合政策課長 
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５ プランとＳＤＧｓの関係 

 

基本目標及び施策の方向性 

ＳＤＧｓの目標（抜粋） 

 

    

 基本目標１ 生涯食育の推進  

 (1)食習慣の向上 ● ● ●   

(2)食を通じた健康づくり ● ● ●   

(3)食の安全に対する理解の促進 ● ● ●   

 基本目標 2 共食によるコミュニケーションの推進  

 (1)食を通じたコミュニケーショ

ンの確保 

 
●   

 

(2)食に関する様々な体験の充実  ●   ● 

(3)食の伝統技術や文化の継承  ● ●   

 基本目標 3 食でつなぐまちづくり  

 (1)地産地消の推進    ●  

(2)環境に配慮した食育の推進 ●  ● ●  

(3)食育を担う人材の確保・育

成、ネットワークづくりの推進 

 
●   ● 
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